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全
国
的
に
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
方

の
商
店
の
撤
退
、
商
店
街
の
衰
退
、
ロ
ー
カ
ル
バ
ス

路
線
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、「
買
い
物
困
難
地
域
」

が
広
が
っ
て
い
る
。
と
く
に
高
齢
者
は
、
運
転
免
許

の
返
納
な
ど
も
あ
っ
て
、
中
心
都
市
へ
の
移
動
も
困

難
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
買
い
物
難
民
」
に
な
る
可

能
性
が
高
い
。

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
論
に
連
な
る
「
買
い
物
困
難
な
地
域
の
住
民
は

行
財
政
上
の
負
担
に
な
る
の
で
都
市
の
中
心
部
に
移

住
す
べ
し
」
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
し
か
し
机
上
の

統
計
的
な
数
値
と
し
て
の
住
民
で
は
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
地
域
に
根
差
し
た
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
買
い
物
の
可
能
な
生
活
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
地
域
で
の
生
活
条
件
を
満
た
す
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

対
策
と
し
て
「
巡
回
型
商
業
シ
ス
テ
ム
」
を
提
案

し
た
い
。
固
定
的
な
商
店
で
は
な
く
、
移
動
販
売
車

等
に
よ
る
地
域
訪
問
型
商
店
の
活
用
で
あ
る
。
家
庭

用
冷
凍
冷
蔵
庫
が
１
０
０
％
近
く
普
及
し
、
食
品
の

保
存
技
術
も
発
達
し
た
今
日
、
必
ず
し
も
毎
日
買
い

物
を
す
る
必
要
は
な
い
。
歩
く
こ
と
の
で
き
る
範
囲

に
、
週
な
い
し
十
日
に
一
度
、
移
動
販
売
車
が
立
ち

寄
る
場
所
を
設
定
す
る
。「
○
○（
地
名
、愛
称
な
ど
）

金
曜
市
場
」、「
△
△
七
日
市
場
」
な
ど
、
開
催
日
時

が
分
か
る
よ
う
な
名
を
つ
け
た
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
れ

ば
、
そ
こ
が
地
域
の
「
小
さ
な
拠
点
」
に
な
る
。
必

要
な
設
備
は
、
休
憩
と
軽
飲
食
が
で
き
る
場
所
、
ト

イ
レ
、
水
道
と
電
気
で
あ
る
。
学
校
跡
地
の
よ
う
に

広
い
土
地
で
あ
れ
ば
、
駐
車
場
と
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
拡
大
を

図
る
こ
と
も
で
き
る
。
移
動
販
売
車
に
加
え
て
、
多

様
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
交
替
で
巡
回
さ
せ
ら
れ
れ

ば
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
食
事
の
楽
し
み
も
で
き
る
。

行
政
や
金
融
機
関
の
出
張
窓
口
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
遠
隔
地
配
送
の
会
員
制
度
を
付
加

で
き
れ
ば
さ
ら
に
良
い
。

こ
れ
ら
移
動
販
売
車
等
の
定
期
巡
回
を
可
能
に
す

る
た
め
に
は
、
経
営
組
織
を
、
各
町
村
も
し
く
は
地

域
の
中
心
都
市
に
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
国
の

基
礎
自
治
体
の
4
割
以
上
に
、
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
起
業
に
関
す
る
助
成
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
移
動
販
売
車
の
起
業
支
援
を
行
う
企
業
も

す
で
に
あ
る
。
災
害
時
の
即
応
支
援
対
策
と
し
て
も

有
効
な
「
巡
回
型
商
業
シ
ス
テ
ム
」
の
起
業
を
、
地

域
資
本
と
行
政
の
連
携
に
よ
り
促
進
で
き
な
い
か
。

山門にて参拝客を待つ白紫陽花（山梨県富
ふ

士
じ

川
かわ

町
ちょう

）

写真キャプション
693年に創設され、鎌倉時代に日
蓮上人の説法によって真言宗から
改宗したとされる妙法寺。「あじさ
い寺」とも呼ばれる妙法寺の境内
には、約１万株のあじさいが植えら
れており、毎年6月下旬から7月上
旬にかけて一斉に咲き誇る。今年
は6月22日から30日にあじさい鑑
賞ウィークが開催され模擬店コー
ナーでは、富士川町特産のゆずを
使ったうどんやお菓子を味わえる。

「
買
い
物
困
難
地
域
」
へ
の

　
　「
巡
回
型
商
業
シ
ス
テ
ム
」
導
入
の
提
案

作
新
学
院
大
学
名
誉
教
授

橋は
し

立だ
て

　
達た

つ

夫お

活

動

政

策

情�

報

随�

想

吉
田
会
長
が
「
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
」
に
出
席
�
������





⑵

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
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方
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事
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独
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用
事
務
）
の
情
報
連
携
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局
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会
議
で
は
、
は
じ
め
に
自
見
地
方
創
生

担
当
大
臣
が
挨
拶
に
立
ち
、「
東
京
一
極

集
中
・
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
様
々
な

社
会
課
題
が
あ
る
中
で
、
地
方
へ
の
移
住

定
住
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
、
地
域
を

支
え
る
産
業
の
振
興
、
子
育
て
環
境
整
備

等
が
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」
と

し
、「
本
年
は
地
方
創
生
の
取
組
が
始
ま
っ

て
10
年
の
節
目
。
今
後
の
地
方
創
生
の
方

向
と
し
て
、
小
規
模
な
自
治
体
へ
の
き
め

細
か
な
支
援
や
女
性
・
若
者
に
と
っ
て
魅

力
的
な
地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
買
い

物
支
援
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
の
イ
ン
フ

ラ
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
と
い
っ
た
国
民
的

な
議
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
主
体
的
に
行
う
地

方
創
生
の
取
組
を
強
力
に
後
押
し
し
て
ま

い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表
し
、
村

井
嘉
浩
全
国
知
事
会
長
（
宮
城
県
知
事
）

か
ら
、「
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
人
口

動
態
統
計
で
は
、
少
子
化
と
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
人
口
減
少
対
策
を
喫
緊
の
課

題
と
位
置
づ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
方

の
意
見
を
今
後
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
た
支
援

を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
」

と
述
べ
た
。

意
見
交
換
に
入
り
、吉
田
会
長
か
ら
は
、

「
東
京
一
極
集
中
と
少
子
化
は
自
治
体
の

努
力
だ
け
で
抜
本
的
な
改
善
を
図
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
国
全
体
と
し
て
、
現
状
を

打
破
す
べ
く
従
来
の
取
組
を
超
え
る
新
た

な
発
想
に
基
づ
く
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
し
た
う
え
で
、
①
地
域
づ
く

り
に
お
け
る
人
材
の
育
成
・
教
育
に
つ
い

て
、
日
本
人
と
し
て
の
美
徳
や
よ
さ
を
活

か
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
や
国
土
を
理

解
し
守
る
心
を
育
む
教
育
を
根
幹
に
据
え

て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
②
医
療
・

吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
代
表
は

６
月
13
日
、「
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
」
に
出
席

し
、
自
見
は
な
こ
地
方
創
生
担
当
大
臣
と
「
地
方
創
生
10
年
の
取
組
と
今
後
の

推
進
方
向
」、「
官
民
連
携
に
よ
る
中
山
間
地
域
等
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ

ス
」、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
延
長
」、「
共
通
課
題
に
連
携
し
て
取
り
組
む

『
連
携
“
絆
”
特
区
』」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

▲出席する吉田会長

地 方 六 団 体地 方 六 団 体

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

吉田会長が吉田会長が
「地方創生に関する地方六団体との「地方創生に関する地方六団体との

意見交換会」に出席意見交換会」に出席
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介
護
・
保
育
な
ど
の
専
門
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で
働
く
、

又
は
、
故
郷
に
戻
り
盛
り
上
げ
て
も
ら
う

取
組
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
組
み
や

財
源
の
充
実
、
③
Ｄ
Ｘ
に
必
要
な
情
報
イ

ン
フ
ラ
の
整
備

－

を
求
め
た
。

地
方
六
団
体
代
表
か
ら
の
発
言
を
受
け

て
、
自
見
大
臣
は
、

・�

若
年
層
を
中
心
と
し
た
東
京
一
極
集
中

の
流
れ
を
食
い
止
め
、
地
方
に
人
口
を

増
や
す
こ
と
は
非
常
に
重
要
。
新
し
い

発
想
を
取
り
入
れ
る
時
期
に
入
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
地
方
の
取
組
を
支
援
し

て
い
く
。

・�

地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
で
は
、
①
東

京
圏
へ
流
出
し
た
方
々
が
戻
る
た
め
の

費
用
助
成
、
②
女
性
・
若
者
支
援
と

し
て
の
地
方
拠
点
強
化
制
度
に
お
け

る
子
育
て
施
設
の
追
加
、
③
遠
方
で
の

出
産
、
里
帰
り
出
産
に
対
す
る
支
援
、

④
移
動
販
売
や
移
動
手
段
の
確
保
に
よ

る
買
い
物
支
援

－

の
４
点
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

・�

女
性
支
援
に
つ
い
て
は
、
男
女
間
・
地

域
間
の
賃
金
格
差
を
縮
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
。

・�

人
口
減
少
問
題
対
応
の
た
め
の
司
令

塔
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
経
済
界
と

一
緒
に
政
府
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

く
。
国
が
一
方
的
に
決
め
る
の
で
は
な

く
、
国
民
と
の
対
話
・
信
頼
が
大
事
で

あ
る
。

・�

結
婚
や
こ
ど
も
を
持
ち
た
い
希
望
を

叶
え
る
た
め
の
政
策
を
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
と
連
携
し
な
が
ら

社
会
全
体
が
し
っ
か
り
と
支
え
る
。

・�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
以
降
も
継
続
で
き
る
よ
う
、
各

自
治
体
の
自
主
性
・
自
立
性
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
地
方
創
生
事
業
の
後
押
し

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

と
述
べ
た
。

続
い
て
、
吉
川
浩
民
内
閣
官
房
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局

長
か
ら
、

・�

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
事
例
の
検
証
に

つ
い
て
、
交
付
金
採
択
団
体
で
は
情
報

提
供
を
踏
ま
え
、
取
組
の
改
善
や
拡
充

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。

・�

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
企
業
と
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
自
治
体
へ
の
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
派
遣
な
ど
を
通
じ
、
地

方
へ
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
還
流
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。

と
の
発
言
の
後
、
会
議
は
閉
会
し
た
。

▲発言する自見大臣

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

地
方
公
共
団
体
は
、
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
25
年
法

律
第
27
号
）
第
9
条
第
2
項
の
規
定
に
よ

り
、
社
会
保
障
、
地
方
税
又
は
防
災
に
関

す
る
事
務
そ
の
他
の
事
務
で
あ
っ
て
条
例

で
定
め
る
も
の
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
事

務
を
、
独
自
利
用
事
務
と
い
い
ま
す
。

こ
の
独
自
利
用
事
務
の
う
ち
、
個
人
情

報
保
護
委
員
会
規
則
で
定
め
る
要
件
を
満

た
す
も
の
は
、個
人
情
報
保
護
委
員
会（
以

下「
委
員
会
」と
い
う
。）に
届
け
出
る
こ
と

で
、
情
報
連
携
（
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
行
政
機
関
、

地
方
公
共
団
体
等
が
保
有
す
る
特
定
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
）
が
で
き
ま
す
。

本
稿
で
は
、
地
方
単
独
事
業
（
独
自
利

用
事
務
）
の
情
報
連
携
に
つ
い
て
、
そ
の

活
用
効
果
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

２２　

届
出
件
数
は
増
加
傾
向

　

届
出
件
数
は
増
加
傾
向

下
の
図
１
は
町
村
に
お
け
る
独
自
利

用
事
務
の
情
報
連
携
の
届
出
件
数
を
示
し

て
い
ま
す
が
、令
和
5
年
度
に
お
い
て
は
、

届
出
件
数
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
急
速
な
増
加
の
理
由
と
し
て
は
、

政　策

マイナンバーによるマイナンバーによる
地方単独事業（独自利用事務）の地方単独事業（独自利用事務）の
情報連携の届出について情報連携の届出について
個人情報保護委員会事務局個人情報保護委員会事務局

▲図１　
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図
2
に
示
し
た
よ
う
な
医
療
費
助
成
に
関

す
る
事
務
に
お
い
て
、
保
険
資
格
情
報
を

照
会
す
る
町
村
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
独
自
利
用
事
務

の
情
報
連
携
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
町
村

か
ら
も
多
数
の
届
出
が
行
わ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

従
来
、
情
報
連
携
で
取
得
す
る
情
報
と

し
て
は
、
転
出
入
が
あ
っ
た
場
合
に
、
前

住
所
地
の
情
報
（
課
税
情
報
等
）
を
照
会

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
状
況
で
し
た
。
し
か

し
、
公
金
受
取
口
座
や
保
険
資
格
情
報
が

情
報
連
携
で
照
会
で
き
る
情
報
と
し
て
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
団
体
の
住
民

で
あ
っ
て
も
情
報
連
携
に
よ
っ
て
添
付
書

類
の
省
略
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

発
生
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
助
成
に
関
す
る
事
務
の
事
例

と
し
て
、
情
報
連
携
の
届
出
を
行
っ
た
岩

手
県
雫
石
町
の
担
当
者
か
ら
い
た
だ
い
た

コ
メ
ン
ト
（
図
3
）
を
紹
介
し
ま
す
。

３３　　

��

医
療
費
助
成
事
務
に
お
け
る

医
療
費
助
成
事
務
に
お
け
る

健
康
保
険
証
等
の
提
示
省
略

健
康
保
険
証
等
の
提
示
省
略

に
つ
い
て

に
つ
い
て

現
行
の
健
康
保
険
証
の
発
行
に
つ
い

て
は
、
令
和
6
年
12
月
2
日
に
終
了
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に

移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
地
方
公
共
団
体
で
前
述
の
よ
う
な

こ
ど
も
等
に
対
す
る
医
療
費
助
成
事
務
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
の
保
険
資
格

情
報
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
自
ら
の
保

険
資
格
情
報
を
提
供
い
た
だ
く
と
い
っ
た

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
住
民
の
方
に
と
っ

て
手
続
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
事
態
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
情
報

連
携
に
よ
り
保
険
資
格
情
報
の
照
会
を
行

う
た
め
に
情
報
連
携
の
届
出
を
行
い
、
ご

本
人
か
ら
の
健
康
保
険
証
の
提
示
や
保
険

資
格
情
報
の
提
供
を
省
略
で
き
る
よ
う
に

す
る
団
体
が
増
え
て
い
ま
す
。「
各
医
療

保
険
情
報
」
の
ほ
か
、「
税
情
報
」、「
公

的
給
付
支
給
等
口
座
登
録
簿
関
係
情
報
」

を
照
会
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

４４　　

��

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
の

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
の

活
用
効
果

活
用
効
果

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
単
独
事
業
と
し

て
行
う
給
付
金
等
の
申
請
の
際
に
住
民
の

方
か
ら
提
出
し
て
も
ら
う
添
付
書
類
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
利
便
性
を

向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
活
用

効
果
に
つ
い
て
、
課
税
証
明
書
の
取
得
を

例
に
説
明
し
ま
す
。

◆
課
税
証
明
書
取
得
に
係
る
負
担

所
得
要
件
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
で

は
課
税
証
明
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
誰
の
4

4

、
い
つ
の

4

4

4

所
得
情

報
が
審
査
に
必
要
と
な
る
か
は
制
度
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
課
税
証
明
書
の
取

得
の
た
め
に
、
請
求
に
必
要
な
書
類
（
例

え
ば
、
本
人
確
認
書
類
や
委
任
状
）
や
手

～情報連携で照会できる保険資格情報の例～
保険者番号、保険者名称、記号番号、有効期限、資格取得日、資格喪失日など
※１事例ごとの届出件数（令和５年度末時点）
※２準ずる先の特定個人番号利用事務ごとに事例に番号を付したもの

▲図２

▲

図３　雫石町の担当者からのコメント

政　策
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数
料
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
事
柄

を
住
民
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
課
税
証
明
書
は
年
度
の
初
日

が
属
す
る
年
の
1
月
1
日
現
在
に
居
住
す

る
市
区
町
村
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
住
民
が
転
居
し
た
場
合
な
ど
郵
送
に

よ
り
課
税
証
明
書
を
請
求
す
る
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
返
信
用
封
筒
の
準
備
や
郵
便

小
為
替
な
ど
に
よ
る
手
数
料
の
送
付
な

ど
、よ
り
一
層
複
雑
な
手
続
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
課
税
証
明
書
の
取
得
に
係
る
住
民

の
負
担
は
、
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
課
税
証
明
書
の
取
得
に
係

る
負
担
は
住
民
に
の
み
生
じ
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
4
は
所
得
審
査
に

関
す
る
質
疑
応
答
の
場
面
で
す

が
、「B

efore

」
を
見
る
と
、

課
税
証
明
書
の
請
求
手
続
に
関

す
る
こ
と
だ
け
で
多
く
の
説
明

が
必
要
で
あ
り
、
窓
口
説
明
に

お
け
る
行
政
の
負
担
も
小
さ
く

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一

方
、
情
報
連
携
導
入
後
で
あ
る

「A
fter

」
は
、
説
明
が
大
幅
に

簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
連
携
を

導
入
し
課
税
証
明
書
の
添
付
を

不
要
に
す
る
こ
と
で
、
住
民
と

行
政
の
双
方
の
負
担
を
軽
減
し
、

業
務
改
善
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

活
用
効
果
①　

手
数
料
負
担
の

軽
減課

税
証
明
書
の
発
行
は
1

通
当
た
り
数
百
円
か
か
り
ま

す
が
、
提
出
を
要
す
る
課
税
証

明
書
は
1
通
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
制
度
に
よ
っ
て
は
収
入
の
あ
る
世
帯

員
全
員
分
の
証
明
書
が
必
要
な
手
続
も
あ

る
た
め
、
ケ
ー
ス
1
の
事
例
の
よ
う
に
家

庭
状
況
に
よ
っ
て
は
千
円
以
上
の
負
担
と

な
る
事
例
も
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り

親
家
庭
に
支
給
す
る
手
当
と
し
て
児
童
扶

養
手
当
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
区
町

村
で
は
、
独
自
に
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

て
医
療
費
を
助
成
す
る
施
策
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
2
つ
の
手
続
を
申
請
す

る
と
き
に
、
申
請
時
期
に
よ
っ
て
は
直
近

の
課
税
年
度
分
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
年

度
分
の
課
税
証
明
書
も
必
要
と
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
の
事
業
年
度

の
起
算
点
が
異
な
る
場
合
に
、
申
請
時
期

に
よ
っ
て
は
所
得
審
査
に
必
要
な
課
税
年

度
が
２
つ
の
制
度
で
異
な
る
こ
と
に
よ
り

生
じ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
申
請
者
の
家
庭
状
況
や

申
請
時
期
に
よ
っ
て
手
数
料
負
担
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し

た
手
続
に
対
し
て
優
先
的
に
情
報
連
携
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
住
民

の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

活
用
効
果
②　

書
類
不
備
に
対
す
る
負
担

の
軽
減

課
税
証
明
書
は
、
申
請
者
の
家
庭
状
況

や
申
請
時
期
に
よ
り
「
誰
の
」「
い
つ
の
」

証
明
が
必
要
に
な
る
か
異
な
る
た
め
、
必

要
な
証
明
書
の
不
足
や
提
出
さ
れ
た
証
明

書
の
課
税
年
度
が
異
な
る
な
ど
不
備
が
生

じ
や
す
い
書
類
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
備

が
あ
る
場
合
、
申
請
者
に
不
備
の
内
容
を

説
明
し
て
証
明
書
の
再
取
得
を
依
頼
す
る

必
要
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
後

日
提
出
と
し
た
証
明
書
の
提
出

が
遅
れ
て
い
る
場
合
に
督
促
を

す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
ケ
ー
ス
2
の
事
例
の
よ
う

に
締
切
り
間
際
に
な
る
と
督
促

を
す
る
担
当
者
の
負
担
も
、
そ

の
連
絡
を
受
け
る
申
請
者
の
負

担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
負
担
も
、
情
報
連
携
の

導
入
に
よ
り
添
付
書
類
の
不
備

が
な
く
な
る
こ
と
で
軽
減
さ
れ
、

業
務
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

AA11 住民税課税証明書
が必要です。

QQ11 A市から引っ
越して来たので
すが、B手当とC
助成の所得審査
では何が必要で
すか？

QQ22 いつの課税証
明書が必要です
か？

QQ33 誰の課税証明
書が必要ですか？

QQ44 どこで課税証
明書を取得できま
すか？

QQ55 私（申請者）
が市役所に行け
ば、家族の課税
証明書も取得で
きますか？

QQ66 市役所が遠い
ので、課税証明
書を郵送で取得
できますか？

AA22 今月申請する場
合、X1年分所得
（ X2年度課税）と
X 2年分所得（ X3
年度課税）の2か年
分が必要です。

AA33 申請者と同居の世
帯員の分が必要です。

AA44 課税年度の1月1
日時点でそれぞれ居
住していた市区町村
役場で取得できます。

AA55 代理人が請求す
るには、本人の委任
状が必要になる場合
があります。詳しく
は請求先の市役所に
ご確認ください。

AA66 請求先の市役所
に、住民税課税証明
請求書・返信用封筒
(切手同封)・手数料
分の定額小為替を郵
送することにより取
得することができる
か、請求先の市役所
にご確認ください。

BBeeffoorree

AA11 情報連携するた
めにマイナンバー
と同居の世帯員ご
本人の同意が必要
です。

QQ11 A市から引っ
越して来たので
すが、B手当とC
助成の所得審査
では何が必要で
すか？

AAfftteerr

課税証明書が
なくなったら、
説明がシンプル
になったわ！

課税証明書の
取得って、
色々あって

 面倒だなぁ･･･

QQ22 同居の世帯員
の本人同意とは何
ですか？

AA22 情報連携によ
り同居の世帯員の
地方税関係情報を
取得することにつ
いて、世帯員ご本
人に同意していた
だくものです。こ
ちらの用紙に記入
していただきご提
出ください。

※ 独自利用事務で情報連携により地方
税関係情報を取得するケースを想定

独独自自利利用用事事務務のの情情報報連連携携導導入入ビビフフォォーーアアフフタターー

ケケーースス11 世世帯帯員員全全員員のの課課税税証証明明書書がが必必要要ととななるる手手続続

 A市が行う障害者福祉施策（移動支援事業）では、申請者
（本人）が18歳未満である場合は、住民基本台帳上の世帯
員全員の課税証明書が必要になります。

 16歳の佐藤さん（仮名）は、家族でB町からA市に転入し
たが、収入のある世帯員が４名いるため、課税証明書を４
通取得する必要があり、手数料だけで1,200円（課税証明
書１通あたり300円×４通）の負担となるところ、AA市市のの
移移動動支支援援事事業業でではは情情報報連連携携をを活活用用ししてていいたたたためめ、、手手数数料料のの
負負担担ををせせずずにに済済みみままししたた。

課税
証明
母（42歳）
収入あり

父（44歳）
収入あり

課税
証明

本人（16歳）兄（22歳）
収入あり

課税
証明

祖母（64歳）
収入なし

祖父（65歳）
収入あり

課税
証明

佐藤さんに
とって

11,,220000円円分分
の負担軽減

課税
証明

４通

▶
図
４　

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
導
入
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

▲

ケ
ー
ス
１
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５５　　

��

情
報
連
携
に
よ
り
省
略
可
能
と

情
報
連
携
に
よ
り
省
略
可
能
と

な
る
書
類
の
例

な
る
書
類
の
例

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
に
よ
り
、
図

5
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
に
お
い
て
提

出
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

６６　　

��

情
報
連
携
の
対
象
と
な
る
独
自

情
報
連
携
の
対
象
と
な
る
独
自

利
用
事
務
の
事
例

利
用
事
務
の
事
例

情
報
連
携
の
対
象
と
な
る
独
自
利
用

事
務
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
な
事
務
を
当

委
員
会
に
お
い
て「
事
例
」と
し
て
整
理
し
、

現
在
、
当
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い

て
、
図
6
の
40
事
例
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

７７　　

��

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
に

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
に

つ
い
て
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

つ
い
て
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
に
つ
い

て
は
、
令
和
5
年
度
実
績
で

は
図
7
の
よ
う
な
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
届
出

は
、
通
常
で
あ
れ
ば
毎
年
5

月
、
9
月
、
12
月
頃
か
ら
約

1
ヵ
月
間
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
説
明
し
た
独
自

利
用
事
務
の
情
報
連
携
の
メ

リ
ッ
ト
や
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
に
よ
る
情
報
連
携
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
踏
ま
え

て
、
情
報
連
携
の
活
用
を
ご

検
討
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
実

際
に
独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
を
行
う

際
に
必
要
な
準
備
に
つ
い
て
は
、
当
委
員

会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る

「
独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
の
利
用
開

始
に
必
要
と
な
る
庁
内
準
備
事
項
に
つ
い

て
（https://w

w
w
.ppc.go.jp/files/

p
d
f/d
o
k
u
ji_riyo

u
k
a
ish
i_ju
n
b
i.

pdf

）」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
直
近
で
は
令
和
6
年
度
1
回
目

の
届
出
照
会
と
し
て
令
和
6
年
4
月
15
日

付
け
で
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
通
知
を
発

出
し
、
届
出
の
様
式
や
届
出
書
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
お
示
し
し
て
い
ま
す
。
第
2

回
、
第
3
回
の
照
会
の
際
に
届
出
を
ご
検

討
さ
れ
る
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当

該
通
知
の
内
容
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

８８　

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に

当
委
員
会
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
皆

さ
ま
の
独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携
の
活

用
促
進
に
資
す
る
よ
う
、
次
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（１）�
独
自
利
用
事
務
シ

ス
テ
ム
の
検
索
機

能届
出
手
続
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
令

和
4
年
度
か
ら
運
用

を
開
始
し
て
い
る
独

自
利
用
事
務
シ
ス
テ

ム
の
届
出
書
検
索

サ
ー
ビ
ス（https://

w
w
w
.dokuji.ppc.

go.jp/

）
に
よ
り
、

委
員
会
に
提
出
さ
れ

た
す
べ
て
の
有
効
届

が
検
索
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体

名
や
事
例
等
で
条
件

を
指
定
し
て
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
例
え
ば
新
し
く

届
出
を
検
討
す
る

際
、
他
の
地
方
公
共

団
体
が
行
っ
て
い
る

類
似
の
独
自
利
用
事

務
に
関
す
る
届
出
を
参
考
に
、
届
出
書
を

作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

（２）�
委
員
会
事
務
局
に
よ
る
届
出
内
容
の
事

前
確
認

委
員
会
事
務
局
で
は
、
希
望
が
あ
れ
ば

事
前
に
届
出
内
容
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま

ケケーースス２２ 添添付付書書類類のの後後日日提提出出にに〆〆切切ののああるる手手続続

 Ａ市で支給する認可外保育園を利用する住民への助成額の
算定事務では、添付書類である課税証明書の提出に遅れが
あった場合は、一旦申請書を受付し、添付書類については
郵送による後日送付を認めていました。

 後日提出となった課税証明書は、当当該該年年度度のの出出納納閉閉鎖鎖ままでで
にに必必ずず提提出出すするる必必要要ががああるるたためめ、、出納閉鎖前の時期は住民
への督促連絡の負担が大きくなっていました。

 情報連携の導入以降は、住住民民かからら課課税税証証明明書書をを取取得得すするる必必
要要ががななくくななっったたたためめ、、後後日日提提出出のの督督促促負負担担ががななくくななりりまましし
たた。

今週中に課税証明書を
郵送してくださいね。
（大丈夫かな・・・）

AA市市職職員員

➊
は、はい・・・。

（今週課税証明書を取
りにいく時間がない

なぁ。どうしよう。）

申申請請者者

➋

▲ケース２

▲図５　多くの団体で活用されている独自利用事務の情報連携

※事務の名称の数字については「６　情報連携の対象となる独自利用事務の事例」を参照
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す
。
届
出
に
関
す
る
質
問
も
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

不
明
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
当
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
（
お
問
合
せ
先
は
文
末
を
参

照
）。

（３）�
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情

報
提
供

独
自
利
用
事
務
の
情
報
連
携

に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
届
出

の
手
引
き
等
を
当
委
員
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
「
独
自
利
用
事
務
の
情
報
連

携
の
導
入
に
必
要
と
な
る
手
続

（
地
方
公
共
団
体
の
皆
さ
ま
へ
）

（https://w
w
w
.ppc.go.jp/

leg
a
l/d
o
k
u
jiriyo

u
jim
u
/

tetsuduki/

）」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

お
問
合
せ
先

�

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局

�

法
制
･
調
整
（
番
号
制
度
）

担
当

�

メ
ー
ル
：�kouhou.bangou�

@
ppc.go.jp

�

電
話
：�

０
３

-

６
４
５
７

-　

９
６
０
５

独独自自利利用用事事務務のの情情報報連連携携にに関関すするる年年間間ススケケジジュューールル（（令令和和５５年年度度実実績績））

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

①
届
出

情
報
連
携

②
事
例
・
情
報
照
会
項

目
の
追
加
要
望
調
査

令和５年 令和６年

2月議会 6月議会 9月議会 12月議会
【参考】関連議案の議決期限

令和６年
２月連携
開始

令和６年
６月連携
開始

令和６年
10月連携
開始

対象
照会

※令和６年６月
以降情報連携対象

要望結果
通知

3月末〆
要望検討
結果連絡

通常毎年度３回の照会

毎年１回の
照会

提出
依頼

結果
通知

6月中旬〆
提出
依頼

結果
通知

10月中旬〆
提出
依頼

結果
通知

1月上旬〆

▲図６　情報連携の対象となる独自利用事務の事例

▲図７　独自利用事務の情報連携に関する年間スケジュール（令和５年度実績）
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人
が
人
を
呼
ぶ
甘
楽
町

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
も
魅
了

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
派
遣
前
に
、

群
馬
県
甘
楽
郡
甘
楽
町
の
「
自
然
塾
寺
子

屋
」
で
、
野
菜
栽
培
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

（
村
落
開
発
）
関
連
の
技
術
補
完
研
修
を
受

け
た
人
や
、
甘
楽
町
に
関
係
を
持
っ
た
人

が
人
を
呼
び
、
協
力
隊
後
も
町
と
関
わ
る

人
た
ち
は
、
現
在
10
名
を
超
え
る
。
今
回

は
そ
の
う
ち
の
農
業
と
養
蚕
に
関
わ
る
３

人
を
紹
介
す
る
。

自
然
塾
寺
子
屋
の
研
修
が

甘
楽
町
の
新
規
就
農
の
決
め
手
に

新
規
就
農
者
と
し
て
甘
楽
町
に
移
住
し

た
髙
野
一
馬
さ
ん
の
生
ま
れ
は
宮
城
県
。

日
本
大
学
で
は
国
際
地
域
開
発
学
を
学
び
、

大
学
で
は
畑
を
耕
し
て
い
た
た
め
、
新
卒

で
参
加
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
（
以

下
、
協
力
隊
）
で
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農

業
専
門
学
校
に
教
員
で
赴
任
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家

庭
で
育
っ
た
髙
野
さ
ん
に
は
実
際
の
農
家

の
経
験
は
な
い
。
そ
こ
で
協
力
隊
派
遣
前

に
６
カ
月
間
の
技
術
補
完
研
修
を
自
然
塾

寺
子
屋
で
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
僕
は
今
の
師
匠
で
も
あ
る
加
部
さ
ん
に

つ
い
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
に
ら
、
玉
ね
ぎ
な

ど
の
栽
培
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

自
分
の
ほ
場
を
与
え
て
も
ら
っ
て
、
現
地

を
想
定
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼
ら
な

い
栽
培
方
法
を
勉
強
し
実
践
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
」。
こ
の
半
年
間
で
加
部
さ
ん
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
受
入
れ
農
家
や
協

力
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
出
会
い
、
飲
み

屋
に
も
通
い
、
甘
楽
町
に
溶
け
込
ん
だ
髙

野
さ
ん
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
そ
の
時

点
で
は
甘
楽
町
へ
の
移
住
も
、
帰
国
後
の

職
業
に
つ
い
て
も
全
く
考
え
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。

髙
野
さ
ん
が
帰
国
後
の
進
路
を
考
え
始

め
た
の
は
、
協
力
隊
派
遣
期
間
の
２
年
間

が
終
わ
る
３
カ
月
ほ
ど
前
だ
っ
た
。「
甘
楽

町
で
お
世
話
に
な
っ
た
農
家
さ
ん
の
一
人

の
言
葉
が
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
い
た
ん
で

す
。『
食
べ
る
こ
と
は
す
べ
て
の
も
と
。
人

を
本
当
に
幸
せ
に
す
る
の
は
政
治
家
じ
ゃ

な
く
て
そ
れ
を
作
る
人
だ
』
と
い
う
言
葉

で
す
。
一
方
、
僕
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
学
校

職
員
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
の

農
場
で
働
い
て
い
る
の
は
地
元
の
最
低
所

得
者
層
の
農
民
で
し
た
。
そ
の
年
は
雨
期

で
も
雨
が
降
ら
な
く
て
。
あ
る
農
民
が『
今

年
は
人
が
た
く
さ
ん
死
ぬ
ぞ
』
と
言
っ
た

ん
で
す
。
日
本
よ
り
過
酷
な
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
よ
り
食
べ
物
を
作
る
こ

と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
も
、
帰
国
後

は
農
業
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。

し
か
し
、
帰
国
し
て
す
ぐ
に
就
農
先
が

見
つ
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
矢
島

さ
ん
に
相
談
し
、
自
然
塾
寺
子
屋
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
日
本
国
内
で
農

業
が
で
き
る
場
所
を
探
し
た
り
、
農
業
法

人
を
訪
ね
て
話
を
聞
い
た
り
し
た
。
畑
や

作
業
場
に
な
る
家
を
貸
し
て
も
ら
う
に
は
、

信
用
が
な
い
と
難
し
い
。
自
然
塾
寺
子
屋

を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
茂
原
荘
一
町
長

に
も
間
に
入
っ
て
も
ら
い
土
地
と
家
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
甘
楽
町
で
新
規
就
農

す
る
ま
で
に
４
年
か
か
っ
た
。
し
か
し
着

実
に
地
元
農
家
の
方
々
と
交
流
を
深
め
な

が
ら
地
道
に
ナ
ス
や
ネ
ギ
栽
培
を
行
っ
て

来
た
髙
野
さ
ん
は
、
10
年
後
の
２
０
２
１

年
に
群
馬
県
優
良
青
年
農
業
者
に
表
彰
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

伝
統
産
業
を
受
け
継
ぎ
た
い
と

養
蚕
を
始
め
た
元
協
力
隊
員

髙
野
さ
ん
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
帰
国

後
に
自
然
塾
寺
子
屋
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

協
力
隊
の
技
術
補
完
研
修
の
指
導
を
行
う

2021 年に群馬県優良青年農業者表彰を受賞した髙野一
馬さん。協力隊派遣前の半年間、甘楽町で技術補完研修
を受けた。
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よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
帰
国
後
に
甘
楽

富
岡
地
区
に
戻
っ
て
来
た
隊
員
も
複
数
い

る
。
そ
の
１
人
で
、
現
在
養
蚕
業
を
営
む

の
が
、
浅
井
広ひ
ろ

大お

さ
ん
だ
。
派
遣
先
の
ネ

パ
ー
ル
で
は
き
の
こ
栽
培
の
職
種
で
派
遣

さ
れ
て
い
た
が
、
帰
国
し
て
就
職
活
動
を

し
て
い
た
際
、
矢
島
さ
ん
の
「
新
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
へ
の
創
造
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
聞
い
て
、
養
蚕
に
興
味
を
持
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
ネ
パ
ー
ル
の
任
地
だ
っ
た
場

所
で
大
規
模
な
地
震
が
起
き
、
大
勢
の
方

と
と
も
に
協
力
隊
時
代
の
知
り
合
い
も
亡

く
な
っ
た
。
復
興
支
援
を
考
え
て
い
た
時
、

矢
島
さ
ん
か
ら
外
務
省
の
イ
ン
タ
ー
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
話
を
も
ら
い
、
自
然
塾
寺
子
屋

に
１
年
間
籍
を
置
い
て
２
度
ネ
パ
ー
ル
へ
行

き
、
復
興
支
援
に
従
事
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
並
行
し
て
、
日
本
に
い
る
時
に
は
養
蚕

農
家
の
話
を
聞
き
に
行
く
な
ど
し
、
将
来

を
考
え
て
い
た
。
結
果
的
に
甘
楽
富
岡
地

区
で
養
蚕
を
行
う
金
井
さ
ん
夫
妻
が
行
う
、

五
感
を
使
っ
て
蚕
を
飼
う
姿
の
美
し
さ
に
感

銘
を
受
け
た
。
矢
島
さ
ん
と
茂
原
町
長
に

相
談
し
、
帰
国
後
に
甘
楽
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
養
蚕
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
、
道
が
開
け
た
と
い
う
。

浅
井
さ
ん
は
甘
楽
町
に
隣
接
す
る
富
岡

市
の
物
件
を
借
り
て
養
蚕
を
行
い
、
養
蚕

を
始
め
て
５
年
後
の
２
０
２
１
年
に
「
第

９
回
蚕
糸
絹
業
提
携
確
立
技
術
・
経
営
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
会
頭
賞
を
受
賞
し
た
。
前

出
の
髙
野
さ
ん
か
ら
ね
ぎ
栽
培
を
学
び
、

冬
は
ね
ぎ
の
栽
培
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

そ
の
浅
井
さ
ん
の
背
中
を
追
っ
て
、
甘

楽
富
岡
地
区
で
養
蚕
を
始
め
て
い
る
の
が

市
川
素も
と

さ
ん
だ
。
関
西
で
生
ま
れ
育
っ
た

市
川
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
に
造
船
会
社

に
勤
め
、
現
職
参
加
で
協
力
隊
に
参
加
し

た
。
要
請
内
容
は
イ
ン
ド
の
養
蚕
農
家
の

技
術
向
上
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
養
蚕
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、

当
時
甘
楽
町
で
養
蚕
を
行
っ
て
い
た
浅
井

さ
ん
の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う
。「
野
菜
栽

培
で
派
遣
さ
れ
る
同
期
隊
員
が
自
然
塾
寺

子
屋
で
研
修
を
受
け
て
浅
井
さ
ん
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
で
、
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
浅
井
さ
ん
の
紹
介
で
金
井
さ
ん

の
家
に
も
見
学
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
こ
で
撮
影
し
た
動
画
や
写
真

は
現
地
で
の
活
動
に
重
宝
し
ま
し
た
」。

帰
国
後
、
復
職
し
て
２
年
間
働
い
た
後
、

退
職
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
事
な
ど
に
も
携

わ
っ
た
市
川
さ
ん
だ
っ
た
が
、「
自
分
の
手

で
何
か
を
伝
え
る
人
に
な
り
た
い
」
と
一

念
発
起
し
、
甘
楽
富
岡
地
区
へ
。
養
蚕
農

家
で
１
年
間
学
び
、
独
立
し
た
。
妻
と
娘

と
共
に
、
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。「
養
蚕
農

家
の
方
々
は
ご
高
齢
な
方
が
多
く
て
、
教

え
て
も
ら
え
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

甘
楽
富
岡
地
区
に
縁
が
で
き
て
、
お
願
い

す
れ
ば
快
く
技
術
を
教
え
て
く
れ
る
農
家

の
方
々
が
い
る
環
境
は
、
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー

だ
と
思
い
ま
す
」。
協
力
隊
派
遣
前
に
で
き

た
自
然
塾
寺
子
屋
や
甘
楽
富
岡
地
区
と
の

つ
な
が
り
が
、
３
人
が
人
生
を
決
め
る
際

の
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

協力隊の経験から日本の養蚕に興味を持ち、浅井さんを
頼って甘楽富岡地区に移住した市川素さん。

2020 年に第９回蚕糸絹業提携確立技術・経営コン
クールの会頭賞を受賞した浅井広大さん。

JICA 海外協力隊経験者へのエール
甘楽町長　茂原荘一氏
JICA 海外協力隊員の方々が、帰国
後にその経験を活かして起業したり
自治体や企業の職員として日本で活
躍してもらうことは、全国の市町村
にとっても有益ですから、自治体側
の受け入れ態勢が整うと良いと思い
ます。例えば新規就農と簡単にいっ
ても、「百姓」というのは「百の姓を
持つ」というだけあって、土や気象な
どいろんな分野の知識がないと難し
い仕事です。若い人たちが一生懸命
学びながら新規就農してくれること
で、農家側も技術を教えたり空いて
いる畑や家を貸して応援したりする体制が少しずつできています。また、
海外からの研修生が町民の方々へ与える影響も計り知れないと思いま
す。例えば中学校の給食に参加してもらえば、子どもたちにとっても新
たな文化に触れる絶好の機会となり、語学を学ぶ意欲も向上するでしょ
う。農家のおばあちゃん手作り料理は、家族は食べ飽きていても、海外
の研修生が食べて褒めてくれることで、自信につながり、道の駅の販売
につながったりするかもしれません。外の目が入ることで町が活性化し
ていきます。自然塾寺子屋がさまざまな人を呼んでくれることによって、
甘楽町はいい町だと住民が誇りを持って暮らせるようになっている、
そう思います。
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
北
郷
村
、
西
郷
村
、
南
郷
村
の
3
村
が
合

併
し
て
美
郷
町
に
な
っ
て
か
ら
10
周
年
を
迎

え
る
の
を
機
に
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
公
募
し
、
応
募
総
数
3
6
8
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
の
が
、「
み
さ
と
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
3
月
10
日
の
「
み

さ
と
の
日
」
に
誕
生
し
、
同
年
4
月
30
日
に

美
郷
町
南
郷
で
開
催
さ
れ
た
「
百
済
の
里
春

祭
り
」
に
て
、
百
済
の
館
の
前
で
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。「
み
さ
と
ち
ゃ
ん
」
は
、「
御
田

祭
」
で
田
植
え
神
事
を
行
う
「
早
乙
女
さ
ん
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、
山
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
笠
に
、
特
産
品
の
キ
ン
カ
ン
を
あ
し
ら

い
、
町
内
を
流
れ
る
3
つ
の
川
（
五
十
鈴
川
、

耳
川
、
小
丸
川
）
の
美
し
い
流
れ
を
模
し
た

髪
の
毛
に
は
、
星
の
髪
飾
り
を
つ
け
て
い
ま

す
。
グ
ッ
ズ
や
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
な
ど
も

販
売
さ
れ
て
い
て
、
大
人
気
の
「
み
さ
と
ち
ゃ

ん
」。
こ
れ
か
ら
も
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
、
美
郷
町
の
P
R
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
公
募
で
寄
せ
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
を
も

と
に
、
平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）
の
春
ご

ろ
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
い
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
世
界
で
久
米
島
だ
け
に
生

息
し
て
い
る
ホ
タ
ル
「
ク
メ
ジ
マ
ボ
タ
ル
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
久
米
島
の
豊
か
な
自
然

を
表
す
「
青
い
空
」
と
「
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
海
」
を
頭
に
ま
と
い
、
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
織
物
の
「
久
米
島
紬
」
を

着
て
い
て
、
髪
に
は
久
米
島
固
有
の
ツ
バ
キ

「
久
米
紅
（
く
め
く
れ
な
い
）」
の
髪
飾
り
を

付
け
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
久
米
島
町
の
観
光
・
地
域
振
興

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
久
米
島
空
港
内
に
は

顔
出
し
パ
ネ
ル
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
老
若

男
女
か
ら
の
人
気
も
抜
群
で
す
。
女
の
子
ら

し
い
可
愛
い
し
ぐ
さ
や
動
き
で
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
ず
、
青
い
空
や
白
い
砂
浜
、
き
れ

い
な
海
、
豊
か
な
森
を
有
す
る
久
米
島
の
魅

力
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

3月10日生まれの永遠の18歳。ロマ
ンチストで心優しい女の子。特技は
田植え、趣味は星を見ること。歴史
好きで、特に百済王伝説に興味があ
る。休日は、西の正倉院を見学し、
おせりの滝で癒され、宇納間地蔵尊
を参拝するのがお気に入り。

9月3日（球美の日）生まれ。本名は、「球
美久米子（くみくめこ）」。輝くほど明る
い性格の女の子。趣味はマラソンとフラ
ダンス。好きなものは、久米島紬の服と
「久米紅」の髪飾り。

ふたりとも11月6日生まれ。ひこちゃん（写
真左）は、雄大な性格の男の子で、英彦
山登山が趣味。語尾に「～ひこ」とつけ
て話す。常に辛口のゆずちゃん（写真右）
は、柚ごしょう作りが趣味の女の子。

　
町
制
施
行
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
実
施
し

た
町
内
公
募
か
ら
誕
生
し
た
の
が
、「
ひ
こ
ち
ゃ

ん
」
と
「
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
平
成
23
年

（
2
0
1
1
年
）
11
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
町

制
施
行
1
0
0
周
年
記
念
式
典
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。
町
の
特
産
品
で
あ
り
、
古
く
か
ら

魔
除
け
や
害
虫
除
け
と
し
て
地
元
に
根
付
い
て

い
る
日
本
最
古
の
土
鈴
「
英
彦
山
が
ら
が
ら
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、「
英
彦
山
」
が
日
本
三
大
修

験
道
と
し
て
栄
え
た
山
伏
の
修
行
の
場
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
山
伏
の
衣
装
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。「
ひ
こ
ち
ゃ
ん
」
は
、
町
の
美
し
い
自
然

を
代
表
す
る
「
英
彦
山
」
か
ら
、「
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
」

は
、
町
の
特
産
品
「
柚
ご
し
ょ
う
」
か
ら
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
添
田

町
バ
ス
」
の
バ
ス
停
に
描
か
れ
る
な
ど
、
町
民

か
ら
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ひ
こ
ち
ゃ
ん
」

と
「
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
ふ
た
り
仲

良
く
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が
ら
、
添

田
町
の
P
R
活
動
に
励
み
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◯
職
員
一
人
ひ
と
り
が
大
切

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
令
和
２
年
７
月

に
就
任
し
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
首
長
の
仕
事
と
し
て
「
最

も
重
要
か
つ
難
し
い
仕
事
」
は
「
人
事
」

だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

役
場
を
一
つ
の
大
船
に
例
え
る
な
ら
、
町

長
は
進
む
べ
き
方
向
を
指
し
示
す
船
長
で

す
が
、
そ
の
船
を
実
際
に
動
か
し
て
く
れ

る
の
は
一
人
ひ
と
り
の
「
職
員
」
で
す
。

一
昨
年
、
日
野
町
役
場
に
勤
め
る
正
規

職
員
全
員
と
「
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
し
ま
し
た
。
若
手
職
員
か
ら
幹
部
職
員

ま
で
町
長
室
に
招
き
、
一
人
あ
た
り
30
分

間
、
一
緒
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
仕
事

の
こ
と
や
家
庭
の
こ
と
、
趣
味
や
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
私
が
聞
き
役
と

な
っ
て
お
話
を
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

半
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
は
多
様
な
側
面
を
持
つ
存
在
で
あ
り
、

職
場
に
い
る
だ
け
で
は
見
え
な
い
人
と
し

て
の
魅
力
、
別
の
側
面
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

職
員
で
あ
る
前
に
一
人
の
魅
力
あ
る
人
間

で
す
。
こ
れ
ま
で
は
組
織
と
い
う
大
枠
に

職
員
を
当
て
は
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
「
職
員
一
人
ひ
と
り
の
形

に
合
わ
せ
た
組
織
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◯
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ま
は
「
ニ
ュ
ー
ロ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
神
経
学
的
多
様
性
）」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
、
人
間

の
脳
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
そ
の
違
い
は

障
害
で
は
な
く
個
性
の
一
つ
と
捉
え
る
考

え
方
で
す
。
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
、
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
学
習
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
と

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ロ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
神
経
学
的
少
数
者
）
だ
け
で
な

く
、
そ
も
そ
も
誰
し
も
が
脳
や
神
経
由
来

の
多
様
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
違
い

を
受
け
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
長
所
を
活

か
せ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

米
国
の
Ｉ
Ｔ
系
民
間
企
業
な
ど
で
は
早

く
か
ら
、
集
中
力
や
専
門
的
知
識
を
要
す

る
得
意
分
野
を
Ｉ
Ｔ
業
務
で
活
か
す
取
組

が
広
が
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
情
緒
な
ど
苦
手
分
野
は
周
囲
が
支
え
、

チ
ー
ム
と
し
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
例
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
一
部
企
業
に

お
い
て
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
観

点
か
ら
の
人
事
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

経
済
産
業
省
が
２
０
２
２
年
３
月
に
公
表

し
た
調
査
に
よ
る
と
、
発
達
障
害
を
持
つ

方
の
就
職
率
は
３
割
程
度
に
と
ど
ま
り
低

調
と
言
え
ま
す
。

◯
公
務
職
場
に
受
け
皿
は
あ
る
か

で
は
我
々
の
公
務
職
場
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
町
村
レ
ベ
ル
の
職
場
で
は
、
人
員

体
制
も
限
ら
れ
、
一
人
の
職
員
が
複
数
の

担
当
を
持
つ
状
態
で
す
。
住
民
と
の
距
離

も
近
い
た
め
、
職
場
は
も
ち
ろ
ん
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
定
期
人
事
異
動
も
あ
り
、
環
境
適

応
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
つ
の
物
事
に

集
中
し
て
打
ち
込
む「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

よ
り
も
、
業
務
を
広
く
担
当
し
、
周
囲
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
仕

事
を
進
め
る
「
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
職
場
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
職
場
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
環
境
適
応
に
苦
手
な
方
に
は
馴

染
み
に
く
い
職
場
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
限

ら
れ
た
人
員
体
制
の
中
で
業
務
を
遂
行
す

る
組
織
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
職
場
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
が
、

何
よ
り
、
す
べ
て
の
職
員
が
や
り
甲
斐
を

持
っ
て
働
け
る
職
場
に
す
る
こ
と
こ
そ
が

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
踏
ま
え
た
職
場
の
あ
り
方
は
、

公
務
職
場
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
企
業
に
も

浸
透
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
あ
る
べ
き

社
会
の
姿
と
考
え
ま
す
。
現
在
、
個
人
レ

ベ
ル
で
の
勉
強
会
を
ス
タ
ー
ト
す
る
準
備

を
し
て
い
ま
す
。
関
心
が
お
あ
り
の
方
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
経
由
で
私
へ
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

誰
も
が
輝
け
る
公
務
職
場
に

滋
賀
県
日ひ

野の

町
長

堀ほ
り

江え　
和か

ず

博ひ
ろ
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